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はじめに

乳児期は，人が人として育つ土台作りの時期であり，

人への信頼，そして主体性を育む大切な時期である。

本来，乳児は家庭内で家族に細やかな愛情を受けなが

ら育つことが，一般的と言われていたが，社会の変化

とともに，核家族化や女性の就労などの様々な要因に

よって，近年，乳児の育つ場が家庭から保育所へと勣

いている。現在では「待機児童」の88.6%" がO ～2

歳の低年齢児で，保育所への入所・利用資格があるに

もかかわらず，保育所不足や，定員超過により，入所

できず，入所を待っている状況である。

このように乳児保育の需要が増している中，保育所

保育指針の2017 年改定でも，０歳から２歳児までの

低年齢児の保育の充実が求められている。低年齢児の

保育は養護的側面が重視されるため，子どもの育ちに

保育者の存在が多くを占めている。保育所保育指針

(2017) 総則で示されている「十分に養護の行き届い

た環境の下に，くつろいだ雰囲気の中で子どもの様々

な欲求を満たし，生命の保持及び情緒の安定を図るこ

と」は，低年齢児の保育の中ではとても大切にしてい

かなければならないことである。

また，認可保育所での低年齢児の保育の場合，一つ

のクラスや保育室を運営していく保育者が複数で保育

に関わる「複数担任制」が特徴といえる。低年齢児の

保育の質を高めるためにはどのように保育所での保育

をおこなっていけばよいのか，その際に必要とされる

保育者の専門性とは何かについて，２歳児クラスの担

任の動きを通して考える。
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Ｉ　 乳児保育 について

乳児とは，児童福祉法上，０歳児を意味するが，本

稿では，保育現場で一般的に使用されてきたＯ歳～2

歳までを乳児とし，その保育を「乳児保育」とする。

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準に定めら

れている保育士の配置基準は，保育者１人に対しＯ歳

児おおむね３人，1～2 歳児６人，３歳児20 人，4～5

歳児30 人とされている。年齢が低くなればなるほど

保育者１人に対する子どもの数は少なくなる。生活時

間の多くを保育所で過ごす乳児にとっては，保育者の

存在は，自分を受け止めてくれる大きな存在であり，

同時に，保育所保育指針(2017) にもあるように，養

護的側面が重視されなければならない。

2017 年の保育所保育指針改定では，これまで不十

分であった乳児保育が見直され，０歳及び，１歳以上

３歳未満のそれぞれの年齢区分における保育のねらい

や内容について，記述の充実が図られ，その保育の質

を向上させるためのポイントが書かれている。乳児保

育に対してより専門性が求められてきたともいえる。

改定後，年齢により配慮事項は区別されて記載されて

いるが，いずれも一人一人の状態にあった保育を行う

ことや，特定の保育者（担任）の存在の重要性につい

ての記載がみられる。保育所における保育は，家庭に

おける保護者と子どもの１対１のかかわりとは異なり，

集団の中で保育者が保育をするため，個々に丁寧に関

わっていくことが必要とされている。

Ｈ　 目的

乳児を育てる保護者にとって，子どもにいかに基本
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的生活習慣を身に付けさせるかは，保護者の生活の中

の大きなウェイトを占める。家庭で保護者は，毎日の

生活における排泄，着脱，食事，清潔など，ほぼ１対

１で，子どもにやってあげながら，手助けしながら，

時には見本を見せながら，子どもが自らの力で自分の

身の周りのことができるようにしていく。一方で，乳

児保育は家庭とは異なり，集団で過ごす中で，個々に

生活習慣を身に付けさせていく。

本稿では，１日の保育の中で，当たり前の日常であ

る，子どもが生活習慣を身に付けていく場面をとらえ

た。この場面は保育室にいる複数の保育者が個々の子

どもに関わる「必ず行われる活動」である。２歳児の

日常保育の中で，複数の保育者はどのようにかかわり

ながら，保育を行っているのかについて，保育者の動

きを分析し，２歳児担当保育者の専門性について探る。

ｍ　 方法

日常の保育の一部をビデオに撮り，ビデオの音声や

画面より，保育者の発言や動作を書き起こし，その中

から保育者同士のかかわりや子どもへの対応を分析し

た。書き起こした内容について筆者ら２名で確認を行っ

た。

本研究に使用したビデオは, 2017 年５月30 日

10:00から10:20 までのＡ保育園２歳児保育室及び，

保育室から玄関へと続く廊下における２歳児17 名

（男児10 名，女児７名）と保育者３名の様子を撮影し

たものである。保育者３名の属性は，保育者Ａ；女

性60 歳，子ども２人孫有，保育者綛験年数22 年，保

育者Ｂ；女性58 歳，子ども３人孫有，保育者経験年

数18 年，保育者ｃ；女性24 歳，子どもなし，保育者

綛験年数２年である。

保育者ｃがクラスの主担当を担っており，主担当

の役割は，子どもを集団として束ねていくことである。

Ⅳ　 倫理的配慮

録画したビデオについては，研究協力者と研究協力

園に事前に内容の確認を行ったうえで，研究に使用す

ることを説明した。あわせて，研究協力者及び研究協

力園には，個人が特定されることのないよう配慮する

こと，また，得られた情報に関して，研究者が責任を

持って管理することを口頭にて約束した。

ｖ　 事例の内容

1. 子どもの生活

主な子どもの生活の流れは，以下の通りである。

①ズボン・パンツ（おむつ）を脱いで排泄に行く

②ズボン・パンツ（おむつ）をはく

③手を洗う　④消毒をする　⑤帽子をかぶる

⑥玄関に移動する　⑦靴を履く

2｡ 保育者の動き

（1）O～3 分

1）保育者の支援の実態

保育者Ａ　保育室のトイレ横で、子どもたち一人

一人の着脱を援助し、手の消毒をする。

保育者Ｂ　トイレの中で、子どもたちが排泄をする

援助を行う。

保育者Ｃ　保育室で排泄が終わった子どもから、順

次帽子をかぶる援助を行い、子どもたちが座って待

てるように援助する。

･-------･･-----･------･･------･-----･･･----･-･-----･･-----･･
廊 下

囗

図１　保育者の向き＿1

2） 結果と考察

ア　３人の保育者が，ほぼ全員を見渡せる位置にいる

着替えを担当している保育 者 Ａ は，おやつを食べ

ている子どもを 目で追いな がら， 保育 者Ｂ と連絡を

取り，子どもに声をかけながら，排泄から，手洗いが

できているか確認し，最後の消毒スプレ ーを行ってい

る。　トイレの中にいる保育 者Ｂ は，便座の横にいな

がら，子どもたちに声をかけ，トイレ前にいる保育 者

Ａ と連絡を 取り，着脱している子 どもたちの様子も

見ている。 保育 の主になる保育者 Ｃ は，ロッカーを

背にして，個 々の帽子が大った箱の前に座り，笑顔で

子どもたちの様子を見ている。

保育者 Ａ とＢ は，子 どもに声掛けしながら勣いて

いる。 しかし，主になる保育者Ｃ はほとんど動かず，

笑顔で子どもたちを見守っている。勣かない保育者が，

同じ場所で子どもたちを見守っているということは，

子どもに安心感を与え， そのため子どもが落 ち着いて
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表 １　 保 育 者 の 支援 の 様子 ＿ １

時 間

--------

O 分

3 分

保 育 者A

ﾄｲﾚ の前 で座り､ それぞれのおむつ

等を用意し着 脱の 補助

子ども

ぬ 驚 六 卜

呂t?t 八穴tiy でjﾐﾚ｡

出てよかったね

兄。

○くん､ はきますよ｡ ○くん

詣 ご 口 才j に] 睡 ご

たり

手､ 洗ってきて

器: 言 ６ヽ ゛

雪 寸c゛

します

Bくんおしつこ行ってね

二二1ﾕ こ7jﾓﾐjこ;

なかったですか？

次 に し｡,.

ゎ

○くんこれはかなきや

訟 ま 謡 万｡

○ちゃん行きます

ﾄｲﾚ 行ってきて

器 回 潸 球

ﾎl

ゃん出てた？

どうしたり

○ちゃん濡 れてなかった？

保 育 者B

ﾄｲﾚ の中で排 泄の 補助

譫 ゃり ゃ 叫 や 守 ９

卜

卜

か－わって

出た､ 出た

○さん. パンツはいて

Bくんく－んおしつこ来てね

○ちゃん出ました

○ちゃん出なかったです

○< ん出ます

パンツはいてきて

パンツはいてきて

三　

T するかな？

匸

゛

保 育 者Ｃ

(立って)消毒 借ります

どうぞ

A君消毒します
1

Aくん帽子取りにおいで

こっちとこっち､ わかる？

半分して､ そうそうゴムして

ゴム下 持って行って

〇ちゃんゴムどこへ行った？

○くん

○くん

座って待ててね

○ちゃんおいでね

帽子ど－こだ

Cくんおいでね

待ってね

冫t7 でJな; っ かって音がした)

【注】

・(　) 内の言 葉は､ 保育者の言葉 ではな<､ 保 育者の動きや保 育室での 状況を説明するために筆者 が付け加えたものである。

･子どもは､ Ａくんのように｡ 排泄後､ 消毒を行い､ 帽子をかぶって､ 保 育者Ｃがいるスペースで待つという流れとなっている。

･保育者間で何 度も同じ子どもに声をかけている場 合の みアルファベットで示している(Ｂ､Ｃ)。
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動いている。

イ　 全員の子どもの名前を呼ぶ

「おいで」「手を洗おうー」と声をかけるのではなく，

活動内容の前に名前を呼んでいる。表１には記載して

いないが，子どもは自分の名前を呼んでくれる保育者

の方へ向かう姿がみられた。名前を呼ばれ，活動内容

を伝えてもらうことで，自分がこれから何を行うのか

を気づかせている。

「○○ちゃん行きます」「○○ちゃんおいで」などの

言葉による子どもの様子は， 表１には記載していない

が，映像を見た際の子どもの表情や姿から，子どもに

安心感を持たせ，集団の中でも一人一人を確実に見守っ

ている姿勢がうかがえる。

ウ　 子どもに掛ける言葉と， 保育 者同士伝え合う言葉

の高低， スピードが異なる

子どもに掛ける言葉は，しっかり顔をあげ，子ども

の方を向き，少し高めの声で呼ぶ。話すときはゆっく

り，繰り返 しやオトマトペが多い。　しかし，「おむつ

が濡れていたか」「トイレで排泄できたか」 など保育

者 Ａ とＢ との会話の中に頻 繁に出てくる言葉は，子

どもに声掛けする言葉とは違い，早口で少し声が低く，

時には聞き取れないほど小声である。 同じ保育者に声

をかけるときで も， 保育者 Ａ，あるいはＢ が「○○

ちゃん行きます」と次に子どもが行くところの保育者

へ声をかけている時は，大きな明るい声である。

子どもに対する言葉と保育 者同士の言葉，特に子ど

もに聞かせなくて もよいこと，知らせた方がよいこと

の区別がなされている。

エ　 保育者のイレギュラーな動きは大きな声で知 らせ

る

「消毒借ります」と言 う保育者 Ｃの言葉は，本来消

毒の担当ではないが，子どもとのかかわりの中で，気

が付いて消毒を取りに行く。 担当者間であらかじ め役

割分担をしておいたこととは異なる事態に遭遇した場

合やイレギュラーな対応が求められる場合に，気が付

いた保育者が，他の保育者の知らないうちに行うので

はなく，声に出してから行動する。

「声に出して行動をアピールする」ことは，手の消

毒のように，同じことを，子どもの人数分行 わなけれ

ばならない時など，重複したり，一方，抜けてしまっ

たりすることを無 くすためにも，重要なポイントとい

える。

（2）3 分～8 分

1）保育者の支援の実態

保育者Ａ　おやつを食べ終わった子どもへの対応

等、フリーに動く。

保育者Ｂ　トイレの中で、子どもたちが排泄をする

援助のほか着脱の補助を行う。

保育者Ｃ　保育室で排泄が終わった子から、帽子を

かぶる援助を行い、子どもたちと一緒に手遊びをす

る。

廊下

図２　保育者の向き＿2

2）結果と考察

ア　活動の進行によって保育者が移動する

主になって保育を進めている保育者Ｃは，消毒を

済ませた子どもが多くなってきたので，体の位置を少

しずらし，たくさんの子どもの方を向いて，手遊びを

している。保育者Ａはトイレの前から動き，おやつ，

帽子の手助けをし，保育者Ｃのフォローをしている。

子どもの動きによって保育者も必要な場所に動く。二

人が同時に時計を見るシーンがあったが，子どもの動

き，保育者の動き，時間の経過など様々なことを考え

保育していることがよくわかる。後半になると，トイ

レには2 ～3 人ほどしかおらず，保育者Ｂは手洗い，

消毒，そしてマットを片づけたりしている。表２には

記載していないが，映像からは，保育者はどこへ動く

ということは声に出してはいないが，動作や目で合図

しながら，動いている様子がみられた。

イ　３人の保育者が一緒にリズムをとっている

主担当である保育者Ｃ が，手遊びを始めると保育

者ＡとＢ は，子どもの着脱等の手助けをしながらも，

一緒に歌ったり，体でリズムをとったりする。保育者

３人は子どもに対してのかかわりは異なっているが，

クラス全体での活動をしようとする際，保育者の声や

リズムに合わせて歌ったり，体を揺らしたりしている。
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表 ２　保 育 者 の 支援 の 様子 ＿ ２

聘熈

3分

保 育者Ａ　　　　　　　　　　　　 保育 者Ｂ

トイレの前で座り､ それぞれのおむつ等を用 意し 着脱の補助

¥6 濔 迪 袙 入4 七¥i 湎 人丿鈿

（時計を見る）　　　　　　　　　 （時計を見る）

（着脱している子どもたちも一緒に手遊 も` 　ておい ・
びのリズムをとっている）　　　　　ｂっ　　 で

帽子もらっておいで

保育 者Ｃ

子どもたちを座らせ、手遊び

つ1 人 不 二 白 白 二卜 卜 宍二 二尚 二 ｙ

(手遊びをしながら､ 前にいる子どもと､ ほかの

子どもたちを目で追う)

ニシンのひらきが‥‥‥あれ4 はなんだっけ

シヤケよく知ってたね

シヤケのひらきが‥‥

4分

6分

8分

保 育者Ａ

おやつを食べ終 わった子どもの援助、

帽子をかぶる､ 着脱等

フリーに動く

口拭いといてね

しゅしゅできたね

(一緒に体を動かす)

Dくん､ 先生拭いてあげるから待ってて

待っててね

顔と手を拭<

帽子をかぶせる

Dくんおしつこ行ってきたら

保育 者Ｂ

トイレの前で座り､ それぞれのおむつ等

を用 意し 着脱の補助

子ど蕈心手遊び13 人4 排章2 ん 帷子

お茶飲めたかな

(おやつを食べ終わった子のそばに行き、

食器を片づける)

できたね一すご一い

○ちゃんいくよ

手洗って

ちゃんと消毒してください

ずんずんちゃちゃ

(ずぽんぽかせながら)

パンツはいて

Dくん帽子くださいって

大丈夫よ

○さん濡れていました

はんぶっこしよう(敷物をたたむ)

保 育者Ｃ

手遊び、帽子

2人才E:y:二宮E:卜ふy:二宮E:卜ふしふ卜:二宮E:y:E:y

おいで

クジラは大きいよ｡クジラの‥‥

もう一回やろっか

もちもちしてから、ここにかけるんだよ

(帽子のかぶり方)

もう一回やる？

上手にかぶれたね

もう―回やろかね

１はなんの魚だったかね

いわしのひらき‥‥

頭痛いって

まだかなあ

○ちゃん

○ちゃん

○ちゃんの帽子､ 一緒に探そ。帽子どれだ

どこもちもちするんだった

お背中ぺったんしていて(壁に背中をくっつけ

るようにして座らせる)

空いていたから大丈夫(子どもがたくさんに

なってきて空いた場所を探している)

パンつくろかな

アンパン食パン､ アンパン食パン‥‥・

上手だったね､ パンつくるの

【注】

・(　) 内の言葉は､ 保育者の言葉ではなく､保育者の動きや保育室での状況を説明するために筆者が付け加えたものである。

･保育者間で何度も同じ子どもに声をかけている場合のみアルファベットで示している(Ｄ)。
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特に手遊びは同調性を導き出すものであり，主担当で

ある保育者Ｃの歌に同調し体を動かしたり，歌を歌っ

たりすることが，子どもたちにも伝わり，まとまった

空間づくりになっている。

ウ　個々の子どもにあった対応をする

最後までおやつを食べていたＤ に対して，保育者

ＡとＢが声をかけながら見守っている。乳児保育の

中で一人一人を見ていくときに，発達の個人差や本人

を取り巻く環境の個人差など様々な要因を考慮しなく

てはならない。研究協力者とのビデオ映像確認時には，

Ｄ はなかなか集団の保育になじまず，保育者もその

点を考慮しながら保育をしている様子が伝えられた。

表にはＤ の表情の記載はないが，映像からは，Ｄ へ

声をかけても，なかなか笑顔を見せないでいたが，保

育者Ａ，Ｂのかかわりとともに，次第に笑顔もみら

れるようになった。

（3）8分～13 分

1）保育者の支援の実態

保育者Ａ　おやつを食べ終わった子への対応と，

帽子をかぶる援助を行う。

保育者Ｂ　着脱の補助をする。

保育者Ｃ　子どもたちと一緒に手遊びをする。

廊下

図３　保育者の向き＿3

2）結果と考察

ア　最後に残ってしまった子どもに対して，あわてさ

せず，３人の保育者が声をかける

最後まで残ったのはＤ とＣである。どちらにも３

人の保育者が声をかけながら，子どもたちの気持ちに

添っている。特にＤは最後にトイレに行き，手を洗

い保育者Ｂに消毒をしてもらう。その際，保育者Ｂ

は，にこにこ顔でＤの顔を見つめながら，消毒をＤ

の手にかけ，保育者の両手で揉みこむようにさすって

いる。表３に記載はないが，映像からは，Ｄ はにこ

にこし，帽子を取りに行く様子がみられる。Ｃに対し

ても，帽子を取りに行くことが最後であったが，保育

者Ｃは「Ｃくんの帽子どれだ」「Ｃくんの帽子どれだ」

と焦らすことなくＣに対応している。

その時々で子どもの気持ちは変化する。保育者がそ

れぞれ子どもに寄り添うことの大切さがわかる。

イ　順番の列に遅れても，楽しさを感じさせる

並んで子どもたちが歩き出す。集団であるため，早

い子もいれば遅くなる子もいる。一番前に主となる保

育者Ｃ，真ん中に保育者Ａ，そして最後に保育者Ｂ

がっく。保育者Ｂは，遅くなった子どもと手をつな

ぎ，大きな声で歌を歌いながら歩き始める。最後になっ

た子どもたちは一緒に歌いながら，前にいる子どもた

ちも，後ろから聞こえてくる歌声に，自然にリズムを

とっている。クラスの一体感を感じる。保育者は，そ

の場に応じて，子どもたちの気持ちを量りながら保育

を行っている様子がうかがえる。

VI　 総合考察

1. 個へのかかわり

本事例では，子どもの名前をとにかくよく呼んでい

る。ほんの３分間ではあるが，どの保育者も子どもを

呼ぶときに必ず，名前で呼んでいる。大方(2013) は，

「子どもの名前を呼ぶことの大切さ」として「低年齢

児保育では，特に，子どもの名前を呼ぶことが大切で

ある。「ぼくって，わたしって」という自己形成は，

自分の名前を知るところから始まる。自己肯定観は，

自己の存在から始まる。一日一回でも子ども一人ひと

りの名前を呼ぶことは，低年齢児保育における生命へ

の畏敬の念であり，人間への尊敬である。于）とある。

同時に，名前を呼ぶ行為は，保育者との信頼感を強め

ることが可能となる。

幼い子どもを家庭で育てる際，保護者は子どもの名

前を１日何回呼ぶであろうか。家庭であれば，名前を

呼ばなくても誰をさしているのかわかるはずなのに，

顔を見れば名前を呼ぶ。数えきれないぐらいである。

そうであれば，保育所という集団生活の場であるから

こそ，また，「自分」を作っていく時だからこそ，名

前を呼ぶことが必要である。おやつを遅くまで食べて

いて，つまらなそうな顔をしていた子に，保育者がや

さしく手を握り「Ｄくん」という声をかけた途端に

笑顔を浮かべたシーンがあったが，Ｄにとって認め

られたという気持ちが現れた瞬間であったと推測でき

る。乳児保育は，個へのかかわりの重要性がいわれて
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表 ３　保 育 者 の 支援 の 様子 ＿ ３

胯間.

8分

保育 者Ａ

おやつを食べ 終わった子どもの援 助、

帽 子をかぶる、着 脱等

フリーに動く

Ｃくん

さあ そろそろいいかな、

Ｃくん手洗える？

Dくん帽子上手

そうだね

Dくんおいで

手洗っておいで

Dくんおいでどうぞ

帽子かぶるの上手

上手だから､ おやつも早< 食べようね

保 育 者Ｂ

トイレの前 に座り､ 着脱 の補助･ 片 づけ

卜 子どもt 手 遊ぴ 猖 入丿排簫2 人丿幡 子

Dくんおしっこ

すわ－って

おいで

Cくんおしつこ

消毒･よかったねえD〈ん( 手を持って〉

お帽 子くださいって

上手だね

保育 者Ｃ

手遊び

2
μ1y:ﾐ:y:y:ﾐ:E:y:E:y:E:

図:E:y:E:図:E:y:y:E:E:y:E:E:

大きいのつくってあげようか

らいおん､ ぞうさん､きりんさん､ どれがいい？

きりんさんにしよか

アンパン食パン､ アンパン食パン‥ …

Cくんの帽子どれだ

上手だね

散歩に行ったら時なにがいた？どんな虫さんい

た？ありさんいたよね

アリさんにもパンつくったげようか｡ちいさいぱ

んつくろうか

ちよっと待っててねＣくん

Cくんのどれだ

Cくんのどれだ

それじゃお外にいけるかなあ､ みんな

それじゃね　 あっ○○くん上手

Dくん

11分

13分

保育 者Ａ

保育者C

ごめん ○くんころんじやった

保 育 者Ｂ

のサポート

子ども1;散歩 の準備 口 人

歩こう､歩こう(欹いながら遅れている子と

手をつないで)

しゅしゅ、しゅしゅしゅ､しゅぽつぽ( 歌いな

がら)

保育 者Ｃ

散歩 の準備

外今から行くけど､ 靴はく前に何するんだった？

くつ下だったね

靴の中から出して

はいてから､ 靴はくんだよね

はけたら先 生に見せてね

あっているかなあって見て、しっかり先生ベル

トしてあげるから

みんなと一緒に行くからね

はい､ 上手､ 上手､ じゅんばんこ

(手を取ってみんなつながる)

くねくね すると､お友達ころんじやうでしよう

【注】

・(　) 内の言葉 は､ 保育者の言葉ではなく､保育者の動きや保育室での状況を説明するために筆者が付け加えたものである。

･保育者間で何度も同じ子どもに声をかけている場合のみアルファベットで示している(Ｃ､Ｄ)。
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いるが，集団での保育という制約の中にあっても，名

前を呼ぶという一つの行為によって，個へのかかわり

が丁寧になされていることがわかる。

2｡ 保育の共有

保育者の声の変化，トーンの変化がよく見られる。

子どもに特に知らせなくてもよいことは小さな声で伝

え合う，また知らせなければならないことに対しては，

大きな声，かつ少し高めの声で知らせる。保育者同士

の会話の中でも目的によって使い分けているのである。

このことは，保育の中でとても重要なことであり，誰

に向けて，どのような内容の言葉なのかがはっきりわ

かり，保育者間で保育を共有できているため，その日

の保育をスムーズにしていることをうかがうことがで

きた。この場合の保育の共有とは，単に役割分担や保

育のねらいを把握しているということではなく，その

時々の保育の流れや子どもの様子，子どもの動き，保

育者が今，行っていることを互いに把握し，場を共有

し，雰囲気を共有していることも意味している。

複数担任制の中で最も大切にしていることについて

保育者に尋ねた場合，「連携」，次いで「共通理解」と

いう言葉が多くあがる几「連携」の意味は，大辞林

（第三版）によると，「連絡提携の意味で，連絡を密に

取り合って，一つの目的のために一緒に物事をするこ

と」4）である。まさに，２歳児クラスの保育は，一つ

の目的，つまり，クラスの子どもたちの健全育成のた

めに複数の保育者が，一緒に保育を行っている姿その

ものである。そして，そのために，子どもへのかかわ

り方，保育の進め方などについて，担当者が共通して

理解している事が大切であるといえる。

3｡ 担当保育者の構成

保育者Ａと保育者Ｂは自身の子育ての経験もあり，

園での保育者暦も15 年以上のベテランである。 クラ

スの保育の中心的役割を担っていたのは，保育者Ｃ

であり，保育者暦２年である。乳児の保育を考えると

き，特に年齢が低ければ低いほど，養護面での配慮事

項が多く，子どもの命か保育者に委ねられているといっ

ても過言ではない。経験が浅い保育者だけでの保育で

は，細やかな保育は難しいといえる。そのような中，

本事例は，ベテラン２名が補助的役割を担当し，経験

の浅い保育者が保育の主体となり，ベテランの保育者

の動きや言葉を見聞きしながら，経験を積んでいくこ

とが可能な体制となっている。ベテラン保育者は，子

どもの保育とともに，経験の浅い保育者を育てるため

に，モデルとなる保育をすることも大切な役割となる。

保育者不足や早期離職が課題となっている今の保育現

場だからこそ，このようなベテラン保育者が，経験を

つないでいくことが必要である。

vn　 おわりに

「連携」つまり，「連絡を密に取り合って，一つの目

的のために一緒に物事をすること」という意味をもう

一度考えると「子どもの最善の利益」のために，「子

どもが主体」でなくてはならない。本事例で３人の保

育者の姿を追うと，それぞれの保育者が自身の役割を

理解し，一人一人の名前をしっかり呼び，子どもたち

に必要な声と，職員同士の声を区別し，子どもたちの

動きに合わせて，保育者が動いていることがわかった。

まさに，「子ども主体」の保育であるといえる。

年齢が低いほど「特定の保育者」が望ましいかもし

れない。「1 対1 」でなくてはという声もある。２歳児

の保育を考えると，実際の現場で，長時間，保育所で

生活する子どもたちにとって，２～３人の担当保育者

の中で，日常的にあちこちから声が聞こえ，普段は，

お気に入りの保育者にかかわりを求めるが，子どもの

気分によっては別の保育者とのかかわりを求める。そ

のような環境の中で，子どもがのびのび育つのはどう

だろうか。家庭での保育（育児）と同じことはできな

い。だからこそ，専門性を持ったプロの集まりが，集

団ならではの複数担任制を生かした保育を行う必要が

あるのではないだろうか。

保育所等利用率は年々上昇しているが，特に１・２

歳児の利用率は，平成22 年の29.5% から平成29 年

の49.5% と大きく上昇傾向にあり，待機児童も全体の

71.7%を占めている几 このように，１・２歳児の保育

ニーズが拡大するなか，待機児童の解消とともに，保

育の質が大きな問題となっていく。

２歳児であれば，保育者１人に対し，子ども概ね６

大との基準があるが，子どもが12 人だから保育者２

大という数字だけのことではなく，複数担任であるこ

とが子どもにとってプラスになるように，保育を豊か

なものにしていくことが望まれる。本事例Ｄのよう

に，保育者ＡとＢそれぞれが，それぞれの経験と役

割でＤに関わっている。そして，保育者ｃ もＤの名

前を呼び，声をかける。Ｄ の気持ちや表情は，この

保育者の個へのかかわりの積み重ねを通してほぐれて

いく様子がうかがえた。少子化，核家族化という社会

状況の中で，大とのかかわりが希薄になってきたとい

われる現代だからこそ，家庭での保育（育児）ではで
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きない，複数の大人との交流を重視する必要があるだ

ろう。まずは，保育室に複数の大人がいて，声が聞こ

える，誰かいる，というだけでよいのかもしれない。

３歳児以降になると，担任保育者の数は減っていく。

子どもの育ちからも，大人との関係性より子ども同士

の関係性を重要視していくからである。しかし，その

過程では，保育所生活での身近な大人との関係性をど

のように築いてきたのか，どのように保育者が関わっ

てきたのかが，その後の子どもの成長に大きく作用す

る。子どもの育ちの見通しをもちつつ，複数担任のあ

り方をも考える必要があるといえる。

注

１）厚生労働省「保育所等関連状況取りまとめ（平成

29 年 ４月１日）」（http:// ｗｗｗ.mhlw･ ｇｏ.jp/file/04-

Houdouhappyou-11907000-Koyoukintoujidoukate

ikyoku-Hoikuka/0000176121･pdf,  2017.11.27)

2 ）大方美香「第３章　環境が及ぼす低年齢児の育ち」，

『保育所における低年齢児の保育 に関する調査研究

報告書』，社会福祉法人日本保育協会, 2013,  P.  18

3 ） 中平絢子・馬場訓子・高橋敏之「保育所保育にお

ける複数担任制の利点と問題点」，『岡山大学教師教

育開発センター紀要　 第５号別冊』, 2015,  PP.  44,

45

4 ）「大辞林（第三版）」，三省堂, 2006

5 ） 再 掲:1 ）
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